
  

 

 

 

 

 

                         「蜂窩織炎」         

                   「検診」 

 「蜂窩織炎」は、皮膚にできた傷や荒れから細菌

が入り込み、内側の皮下脂肪などに炎症が起こる病

気です。スポーツ選手が診断されるケースをニュー

スで見ますが、それ以外の人も免疫が落ちていると

かかります。放置すると入院治療が必要になり、注

意が必要です。 

 蜂窩織炎は、細菌感染症の一つです。皮膚の表面

にできた傷などが細菌の「入り口」となり、感染が

広がっていきます。皮下脂肪の組織は、蜂の巣に似

た形をしていることから、この病名が付きました。

「窩」は穴という意味です。原因菌は、一般的に黄

色ブドウ球菌やレンサ球菌など、体の表面にいる最

近です。大腸菌や緑膿菌が原因になることもありま

す。入院歴がある人の場合、一部の薬が効かない「メ

チシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）に感染してい

る場合もあります。 

 擦り傷やひっかき傷のほか、水虫ややけど、湿疹

などの荒れている部分も入り口になります。 

 発症時は幹部が赤く腫れ、痛みも生じます。蜂窩

織炎は、広い範囲が腫れ、張っているような感覚が

あります。また、脚や手で発症する場合、片側だけ

に起きます。両脚に腫れが生じている場合は、脚の

奥を流れる静脈に血栓ができる「深部静脈血栓症」

の可能性があります。 

体内に細菌が潜んでいる可能性があるため、抗菌

薬を１～２週間飲み続けます。特定の抗菌薬が効か

なくなる「薬剤耐性菌」が生じるリスクもあるため、

きちんと飲み切ることが大切です。治療中は体を休めるために安静にします。患部がむくんで

いると、皮膚の抵抗力が落ち、薬の効果も悪くなります。
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健康保険で禁煙治療が受けられます！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は、もう花粉症が飛んでいるという話もあります。 

花粉症の方は、早めの対策が有効です。 

遠慮なく薬剤師にご相談させて頂きます。 

（一社）浦安市薬剤師会 
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